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PRESS RELEASE 

 

令和 7 年 12 月 16 日 

 
植物発酵エキスがマイクロプラスチックを体外へ排除する可能性を確認 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆研究者からのひとこと 

 
 
 
 
 
 
   

杉本准教授 

 岡山大学学術研究院先鋭研究領域（資源植物科学研究所）の杉本学准教授と株式会社機能性食

品開発研究所の村上允唯研究開発室長、大林真帆研究員、村上欽俊旧研究開発室長は、植物発酵エ

キスが人工胃液や人工腸液中でマイクロプラスチックと結合する事を見出し、消化管からマイク

ロプラスチックを排除できる可能性を明らかにしました。この研究成果は、2025 年 8 月 13 日に食

品科学研究雑誌「Current Nutrition and Food Science」の Research Article として掲載されました。 

 マイクロプラスチックは人体に取り込まれる可能性が指摘されており、血栓形成促進や臓器不

全の誘発等健康への悪影響が懸念されています。今回、植物発酵エキスを人工胃液や人工腸液中

でマイクロプラスチックと混合したところ有意に結合し、また人工胃液中（酸性）では人工腸液中

（中性）よりも高い結合を示したことから、植物発酵エキスに含まれる物質が酸性条件下で荷電

してマイクロプラスチックとイオン相互作用により結合することが考えられます。 

 本研究成果により、植物発酵エキスが消化管からマイクロプラスチックの排除を促進し、腸か

ら体内への吸収リスクを低減することが期待されます。 

発酵食品による免疫力向上効果は、腸内で増えた善玉菌が生産する

短鎖脂肪酸が免疫グロブリンの働きを助け、免疫の過剰反応を制御

する Treg 細胞を増やすなど、その機能が徐々に明らかにされていま

す。本研究成果により、植物発酵エキスに含まれるマイクロプラス

チックを体内から排除する物質が解明される手がかりになると期

待しています。 

◆発表のポイント 

・植物発酵エキスは人工胃液と人工腸液中でマイクロプラスチック*1 と結合することが分かりまし

た。 

・植物発酵エキスは人工腸液中よりも人工胃液中でマイクロプラスチックと高い結合率を示しまし

た。植物発酵エキスに含まれる物質がマイクロプラスチックとイオン相互*2 作用で結合すること

が推測されました。 

・植物発酵エキスが消化管からマイクロプラスチックの排除を促進し、腸から体内への吸収リスクを

低減することが期待されます。 
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■発表内容 
＜現状＞ 
 マイクロプラスチックは血液、脳、肝臓、腎臓など、さまざまなヒト組織で見つかっています。

体内のマイクロプラスチックの蓄積は、血栓形成促進、呼吸器疾患、免疫系障害、慢性炎症などの

疾患につながることが懸念されています。マイクロプラスチックは海、河川、大気などで検出され、

海水中のマイクロプラスチックはプランクトンや魚介類に取り込まれ、食物連鎖によりヒトに渡り

ます。直径 150μm より小さいマイクロプラスチックは腸管上皮細胞を通過し体内に侵入するため、

摂取したマイクロプラスチックをできるだけ早く腸から排泄することが、マイクロプラスチックに

よる健康被害のリスクを軽減できる方法となります。 

 
＜研究成果の内容＞ 
 植物発酵エキスはさまざまな植物素材を乳酸菌や酵母菌により発酵熟成させたものです。この発

酵過程により、食物繊維などの植物がもつ成分に加え、アミノ酸、ペプチド、有機酸、ビタミン類、

ポリフェノール等が生成されます。これら成分の一部はプラスまたはマイナスに帯電しているため、

帯電するマイクロプラスチックと結合することが期待できます。そこで、植物発酵エキスを人工胃

液や人工腸液中でマイクロプラスチックと混合し、植物発酵エキスのマイクロプラスチック排除効

果について検討しました。 

 人工胃液や人工腸液中で浮遊する直径 106-125μm のマイクロプラスチック粒子 100mg と植物発

酵エキスを 37℃で、1 時間振とうした結果、植物発酵エキス 10, 5, 2.5, 1g の非浮遊マイクロプラス

チック量（結合量）はそれぞれ人工胃液（酸性）で 73, 74, 63, 31mg、人工腸液（中性）で 45, 55, 43, 

16mg となりました。対照的に、食物繊維であるセルロースと難消化性デキストリンはほとんどマ

イクロプラスチック粒子と結合しませんでした（図）。 

 これらの結果から、植物発酵エキスにはマイクロプラスチックと結合する物質があり、これらの

一部は酸性条件下で荷電してマイクロプラスチックとイオン相互作用により結合し、消化管からマ

イクロプラスチックの排除を促進することが推測されました（図）。 

 

図．マイクロプラスチック粒子（青色）

は植物発酵エキスと結合し浮遊量が

減少している。 
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＜社会的な意義＞ 
 植物発酵エキスには機能が未知な物質が含まれると思われます。本研究成果は、マイクロプラス

チックを体内から排除できる物質が植物発酵エキスに存在することを示し、今後マイクロプラスチ

ックに結合する物質を明らかにすることで、より効率的にマイクロプラスチックを排除できるサプ

リメント等の開発に応用できるものと期待できます。 

 

■論文情報 
 論 文 名：Potential of Fermented Plant Extract for Removing Microplastics in Artificial Gastric and 

Intestinal Juices 

 掲 載 紙：Current Nutrition and Food Science 

 著 者：Manabu Sugimoto, Nobutada Murakami, Maho Obayashi, Tadatoshi Murakami 

 D O I：https://doi.org/10.2174/0115734013404286250806063403  

 U R L：https://www.eurekaselect.com/article/150055  

 

■補足・用語説明 
＊1 マイクロプラスチック 

 直径 5mm 以下のプラスチック粒子。工業用研磨剤や化粧品用研削材など直接使用するために生

産される一次マイクロプラスチック、海洋ゴミなどのプラスチック容器等が太陽光や波で崩壊して

形成される二次マイクロプラスチックが存在する。 

 

＊2 イオン相互作用 

帯電したイオン同士が引き合ったり反発し合ったりする分子間力。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜お問い合わせ＞ 

岡山大学学術研究院先鋭研究領域（資源植物科学

研究所） 

准教授 杉本 学 

（電話番号）086-434-1253 

（FAX）086-434-1253 

 

https://doi.org/10.2174/0115734013404286250806063403
https://www.eurekaselect.com/article/150055



